


大本いろは

　

鉢
伏
山
開
き　

　

昭
和
21
年
５
月
22
日
、
王
仁
三
郎
と
二

代
教
主
・
出
口
す
み
こ
は
、
島
根
県
に
あ

る
出
雲
大
社
に
参
拝
の
帰
途
、
龍
宮
神
社

（
香
美
町
村
岡
区
大
笹
）
に
参
拝
し
ま
し
た
。

翌
23
日
に
は
、
当
時
、
兵
庫
県
朝
来
市
の

竹
田
に
居
住
し
て
い
た
三
代
教
主
・
出
口

直
日
も
合
流
し
、鉢
伏
山
に
登
山
。
当
時
は
、

ト
チ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
、
老
樹
の

生
い
茂
っ
た
原
生
林
で
、
道
な
き
道
を
行

く
困
難
な
登
山
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
頂

で
は
、
鉢
伏
山
開
き
の
祭
典
が
厳
か
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
５
月
15
日
、
山
頂
の
み
ろ
く

岩
の
前
に
「
石
の
宮
」
が
建
立
さ
れ
、
同

月
23
日
、
三
代
教
主
臨
席
の
も
と
、
開
山

20
周
年
記
念
参
拝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
山
し
た
日
を
記
念
し
、
毎
年
５
月
23

日
に
鉢
伏
山
祭
典
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
信

徒
が
参
拝
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
５
月
の

第
４
日
曜
日
に
祭
典
日
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
祭
典
前
日
に
は
、
龍
宮
神
社

祭
典
が
、
現
地
で
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

霊
山
・
鉢
伏
山
と
は　

　

鉢
伏
山
は
、
兵
庫
県
養
父
市
と
美
方
郡

香
美
町
の
市
町
境
に
あ
る
標
高
１
２
２
１

㍍
の
霊
山
で
す
。
長
く
但た

じ

馬ま

、
因い

な

幡ば

、

美み
ま
さ
か作
、
播は

り

磨ま

と
そ
の
裾
を
引
き
、
谷
を
挟

ん
だ
南
側
に
は
、
兵
庫
県
最
高
峰
と
な
る

氷ひ
ょ
うノ
山せ

ん

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
兵
庫

県
、
岡
山
県
、
鳥
取
県
に
ま
た
が
る
氷
ノ

山
後う

し
ろ

山や
ま

那な

岐ぎ

山さ
ん

国
定
公
園
に
属
す
る
山
の

一
つ
で
す
。

　

こ
の
鉢
伏
山
に
つ
い
て
、
大
本
の
教
祖

の
一
人
、
聖
師
・
出
口
王
仁
三
郎
（
大
本

い
ろ
は
№
20
参
照
）
は
、「
主
の
大
神
さ
ま

が
鎮
ま
り
、
八は

ち
り
き力
の
大
神
と
と
な
え
、
お

山
全
体
が
ご
神
体
で
あ
る
」
と
示
し
て
い

ま
す
。

鉢伏山祭典

毎年５月の第４日曜日、午前１０時３０分から山上の「石の宮」において、

鉢伏山祭典が行われます。５月のさわやかな天候のもと執行されるすがす

がしい祭典に、参拝者も心洗われるひとときとなります。

龍宮神社祭典
鉢伏山祭典の前日、午後４時から執行さ

れます。経済をつかさどり、財宝を授け

る「竜宮の乙姫」さまへ、感謝とご守護

を祈願申し上げるお祭りです。

竜宮岩
竜宮の乙姫さまが鎮まっておられる

岩です。祭典後、岩肌に触れご守護

をお願いする参拝者も多くあります。


